
成績の自己評価は、実際の学力をどの程度

正確に反映しているのだろうか。表３－２－

１は、数学・国語・英語の自己評価との関連

を示している。

まず、数学の自己評価と学力階層はきわめ

て強く関連している。学力上位層の５６．８％は、

数学の成績が７区分で「１（上のほう）」も

しくは「２」と回答しており、「６」「７（下

のほう）」はいずれもゼロである。数学の学

力階層は、国語や英語の自己評価とも強い関

連を示す。

国語の学力階層に関しては、これらの関連

はいずれも弱くなる。とはいえ、やはり国語

の学力上位層の半数以上は「１」もしくは

「２」と回答している。

数学についても国語についても中学生は自

らの学力階層をかなり正確に認識しており、

これらは総合的な成績の自己評価にもそのま

ま投影されている。

第２節 中学生の学習観・成績観と学力

１．成績観と学力

�成績の自己評価と学力
成績の自己評価と学力階層の関連はきわめて強い。特に、数学の学力階層は、
英語や国語の自己評価ともかなり強く関連している。

Ｑ
●あなたの学校での成績についてうかがいます。

現在の総合的な成績は、学年の中でどのくらいですか。
●次の教科（数学、国語、英語）の現在の成績は、学年の中で

どのくらいですか。

●第３回学習基本調査 中学生版
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表３－２－１ 成績の自己評価（学力階層別）

注１）下線は最大値。
注２）（ ）内はサンプル数。

数 学 国 語

上位
（１６９）

中の上位
（２９７）

中の下位
（２８４）

下位
（１７３）

上位
（９３）

中の上位
（３５９）

中の下位
（３１２）

下位
（１１７）

総
合
成
績

１（上のほう） １３．６ ４．４ ０．７ ０．６ １９．４ ５．３ １．６ １．７

２ ３６．７ １４．１ ３．５ ０．０ ３５．５ １７．３ ４．５ ０．９

３ ３０．２ ２６．６ １０．２ １．７ １９．４ ２７．９ １０．９ ３．４

４（真ん中） １４．８ ３３．７ ３０．６ １０．４ １６．１ ２５．３ ２５．３ １７．１

５ １．２ １６．８ ２５．０ ２８．９ ５．４ １３．４ ２５．６ ２８．２

６ １．２ ２．７ １８．３ ３０．６ ２．２ ７．５ ２０．５ １９．７

７（下のほう） ０．６ ０．７ １０．９ ２６．６ ０．０ ２．５ １０．３ ２７．４

数

学

１（上のほう） ２６．６ ５．７ １．４ ０．６ １６．１ １０．０ ３．８ ２．６

２ ３０．２ １３．５ ３．９ １．２ ２６．９ １３．４ ５．１ ２．６

３ ２４．３ ２４．６ １０．９ １．２ ２３．７ ２０．１ １２．２ １０．３

４（真ん中） １２．４ ３０．０ ２７．８ １１．６ １６．１ ２５．１ ２４．４ １６．２

５ ４．７ ２０．２ ２６．４ １９．７ １１．８ １７．５ ２１．２ １６．２

６ ０．０ ４．７ １９．０ ３０．１ ３．２ ８．１ １８．９ ２６．５

７（下のほう） ０．０ ０．７ ９．５ ３３．５ ２．２ ４．７ １２．８ ２３．９

国

語

１（上のほう） １３．６ ３．７ ２．１ １．７ １８．３ ５．３ １．３ １．７

２ ２６．６ １１．８ ６．７ １．７ ３２．３ １７．０ ２．９ １．７

３ ２６．６ ２７．６ １５．１ ２．９ ２５．８ ２４．２ １６．３ ７．７

４（真ん中） ２３．７ ３７．７ ２９．９ ２２．５ １６．１ ３４．０ ３２．７ １６．２

５ ５．９ １３．１ ２５．０ ３０．１ ５．４ １１．４ ２６．６ ２９．１

６ １．８ ５．１ １３．７ ２４．３ ２．２ ５．６ １４．４ ２３．９

７（下のほう） ０．６ ０．７ ６．７ １３．９ ０．０ １．７ ４．５ １７．１

英

語

１（上のほう） ２０．１ ９．１ ２．８ １．２ １７．２ １０．６ ３．５ ２．６

２ ３１．４ １４．５ ６．０ ４．６ ３０．１ １６．７ ７．１ ４．３

３ １８．３ １９．５ １４．４ ５．２ １８．３ １８．４ １１．９ ６．８

４（真ん中） １６．６ ２４．６ ２０．４ １４．５ ２１．５ ２０．９ ２３．４ １２．０

５ ７．１ ２０．２ ２０．８ １７．３ ４．３ １５．９ ２０．８ １７．１

６ １．８ ９．１ １８．７ ２６．０ ６．５ １０．０ １７．０ ３１．６

７（下のほう） ３．０ ２．７ １５．８ ２８．９ ２．２ ６．１ １４．７ ２４．８

（％）
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それでは、「とりたい成績」は、学力階層

とどのようにかかわっているのだろうか。

やはり、希望の成績水準も明らかに現在の

学力の影響を受けている（図３－２－１��）。

たとえば、国語の学力上位層の場合、およそ

９割が「１」もしくは「２」と回答している

のに対して、下位層では３割程度にとどまっ

ている。数学でも同様な傾向がみられる。

	とりたいと思う成績と学力
とりたいと思う成績の水準は、実際の学力階層によってある程度枠づけられ
ている。学力上位層では、「１（上のほう）」と「２」が合わせておよそ９割
を占めるが、下位層では３割程度である。

Ｑ あなたはどのくらいの成績がとれたらいいと思いますか。

●第３回学習基本調査 中学生版
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図３－２－１①　とりたいと思う成績（数学の学力階層別）�

注）（　）内はサンプル数。�

下のほう�
７�

真ん中�
４�

上のほう�
１�

無答・�
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図３－２－１②　とりたいと思う成績（国語の学力階層別）�

注）（　）内はサンプル数。�
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「（現在の成績は別として）がんばればとれ

る成績」は、学力階層とどの程度関連してい

るのだろうか（図３－２－２��）。
端的に言って、前項の「とれたらいい成績」

よりも学力階層によって強く規定されている

ことがわかる。特に、数学の場合には、実際

の学力階層によって自己概念が枠づけられる

度合いが強い。数学の学力上位層の８６．４％が

「１（上のほう）」「２」と回答しているのに

対して、下位層の場合にはわずかに１３．９％に

とどまっている。国語の場合には、両者の開

きはいくらか縮まっている。


がんばればとれると思う成績と学力
「がんばればとれると思う成績」もまた、学力階層と強い関連を示している。
学力上位層では、「１（上のほう）」と「２」が合わせて８割台であるが、下
位層では１～２割程度にとどまる。

Ｑ 現在の成績は別として、あなたがうんとがんばれば、どのくら

いの成績がとれると思いますか。
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図３－２－２①　がんばればとれると思う成績（数学の学力階層別）�

注）（　）内はサンプル数。�
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図３－２－２②　がんばればとれると思う成績（国語の学力階層別）�

注）（　）内はサンプル数。�
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ここでは、成績観・学力観に関して６つの

項目を立てて、学力階層との関連をみた（表

３－２－２）。

データによると、学力階層によって成績

観・学力観が大きく異なっていることがわか

る。学力が低くなるにつれて、「将来ふつう

に生活するのに困らないくらいの学力があれ

ばいい」「今は勉強することが一番大切なこ

とだ」「学校生活が楽しければ、成績にはこ

だわらない」「どこかの高校や大学・短期大

学に入れる学力があればいい」という回答が

多くなる。逆に、「できるだけいい高校や大

学に入れるよう、成績を上げたい」という意

識は学力上位層ほど強まる。

�成績観・学力観と学力
成績観・学力観は、学力階層によって大きく変わってくる。学力下位層ほど、
ほどほどの進路でよしとする傾向が強く、上位層ほど「できるだけいい高校
や大学」を志向する。

表３－２－２ 成績観・学力観（学力階層別）

注１）複数回答。
注２）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注３）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

数 学 国 語

上位
（１６９）

中の上位
（２９７）

中の下位
（２８４）

下位
（１７３）

上位
（９３）

中の上位
（３５９）

中の下位
（３１２）

下位
（１１７）

将来ふつうに生活するのに困
らないくらいの学力があれば
いい

４７．９ ６３．３ ６９．７ ７０．５ ４７．３ ６１．０ ６９．９ ６９．２

できるだけいい高校や大学に
入れるよう、成績を上げたい ６３．３ ５８．６ ５３．９ ５０．３ ６１．３ ５７．７ ５４．２ ５３．０

どこかの高校や大学・短期大
学に入れる学力があればいい ３９．６ ４６．８ ５２．１ ４８．０ ４３．０ ４７．４ ４８．４ ５２．１

学校生活が楽しければ、成績
にはこだわらない ２３．１ ２７．９ ３５．２ ３５．８ ２６．９ ３０．６ ３０．８ ４１．０

今は勉強することが一番大切
なことだ １３．０ ２３．９ ２７．１ ３３．５ ２２．６ １８．７ ２７．６ ３４．２

そんなに勉強しなくても、な
んとか進学できるだろう １８．９ １４．１ ２０．１ １８．５ １６．１ １７．０ １８．３ ２２．２

あなたは、次のように思うことがありますか。

（％）
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次に、「よい成績をとるために大切なこと」

と学力階層との関連を眺めてみる（表３－２

－３）。

同表は、「とても大切」と「まあ大切」と

回答した割合を学力階層の「上位」～「下位」

層ごとに示している。学力上位層で一貫して

多いのは、「運」である。数学と国語いずれ

についても学力上位層と下位層の間に２０ポイ

ント程度の開きがみられる。「教え方の上手

な先生」をあげる者も学力上位層で多い。国

語については、「人に負けたくないという気

持ち」も学力上位層ほど多くなっている。

１０項目中でもっとも大切だと思うもの１つ

を答えてもらう単一回答では、全般的に「努

力」をあげる割合が多い。特に国語の学力上

位層で顕著である。さらに、学力下位層で「上

手な勉強法」をあげる割合が上位層に比べ半

減している点が目を引く。

�よい成績に大切だと思うことと学力
学力上位層では、よい成績をとるために大切な条件として「運」をあげる者
が比較的多い。単一回答では、学力下位層で「上手な勉強法」をあげる割合
が小さくなる点が目を引く。

Ｑ よい成績をとるためには、次のことはどれくらい大切だと思い

ますか。

●第３回学習基本調査 中学生版
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表３－２－３ よい成績に大切だと思うこと（学力階層別）

注１）各セル内の上段の数値は、「とても大切」と「まあ大切」の合計。
注２）各セル内の下段の〔 〕内の数値は、単一回答の割合。
注３）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注４）（ ）内はサンプル数。

数 学 国 語

上位
（１６９）

中の上位
（２９７）

中の下位
（２８４）

下位
（１７３）

上位
（９３）

中の上位
（３５９）

中の下位
（３１２）

下位
（１１７）

努力 ９７．１
〔４３．８〕

９８．６
〔５３．５〕

９６．８
〔４２．６〕

９４．８
〔４８．６〕

９９．０
〔５２．７〕

９８．１
〔４９．３〕

９６．８
〔４５．５〕

８９．７
〔４４．４〕

運 ７３．４
〔５．９〕

６１．９
〔２．４〕

６２．３
〔２．８〕

５６．６
〔４．６〕

６９．９
〔３．２〕

６６．８
〔２．５〕

６５．４
〔３．２〕

５１．３
〔６．８〕

上手な勉強法 ９６．４
〔１８．３〕

９７．３
〔１６．５〕

９６．５
〔１７．６〕

８９．６
〔９．８〕

９６．８
〔２０．４〕

９７．５
〔１７．８〕

９４．９
〔１６．０〕

８４．６
〔９．４〕

自分に合った問題集・参考書 ７７．５
〔０．０〕

８０．５
〔１．０〕

８６．２
〔０．７〕

７９．２
〔１．２〕

７８．５
〔０．０〕

８１．６
〔０．６〕

８６．９
〔１．３〕

６９．３
〔０．９〕

授業をしっかり聞く ９７．１
〔１８．３〕

９９．６
〔１６．２〕

９７．５
〔１９．０〕

９６．５
〔１３．９〕

９８．９
〔１６．１〕

９８．１
〔１７．８〕

９８．７
〔１７．０〕

９０．６
〔１５．４〕

生まれつきの能力 ４８．０
〔３．６〕

４７．５
〔２．０〕

４５．８
〔２．８〕

４６．２
〔２．９〕

５３．８
〔３．２〕

４５．６
〔１．４〕

４９．０
〔３．５〕

４０．１
〔３．４〕

人に負けたくないという気持
ち

８１．６
〔３．６〕

８６．５
〔３．４〕

８１．４
〔６．３〕

７９．８
〔４．６〕

８６．０
〔２．２〕

８４．４
〔３．６〕

８２．７
〔６．１〕

７６．１
〔３．４〕

家族の協力 ５２．７
〔０．６〕

４９．８
〔０．０〕

４８．９
〔０．４〕

５１．４
〔１．７〕

４８．４
〔０．０〕

５４．９
〔０．６〕

４９．３
〔０．３〕

５２．１
〔２．６〕

よい学習塾や予備校に行く ４１．４
〔０．０〕

３８．１
〔０．３〕

３８．１
〔０．４〕

４８．５
〔１．７〕

３０．１
〔０．０〕

３４．８
〔０．６〕

４８．０
〔１．０〕

３９．４
〔０．０〕

教え方の上手な先生 ８１．６
〔５．９〕

８２．４
〔４．０〕

７５．８
〔４．６〕

７３．４
〔４．６〕

８０．７
〔２．２〕

８１．４
〔５．０〕

７７．９
〔３．８〕

６９．２
〔４．３〕

（％）
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学習していて感じることは、学力階層とど

のようにかかわっているのだろうか。次に、

この点に検討を加える（表３－２－４）。

ほとんどの項目で、学力上位層での該当率

が高くなっている。数学・国語のいずれにつ

いても比較的一貫した関連がみられるのは、

「生き物や自然を『すばらしい』とか『ふし

ぎだな』と感じる」「社会のしくみや歴史の

できごとを『すばらしい』とか『ふしぎだな』

と感じる」「数学の問題の解き方を考えたり

工夫したりするのが好きだ」「英語を使って

外国の人と話したり、手紙を書いたりしてみ

たい」である。学ぶことを通して感動したり

知的好奇心をふくらませるには、（必須条件

ではないが）一定の学力が前提となる場合が

あるのかもしれない。なお、国語と数学の一

方でのみ関連を示す項目もある。

２．学習していて感じることと学力

いずれの項目についても、学力上位層で該当する割合が大きい。学ぶことを
通して、驚きや感動などを増幅させている。数学にかかわる項目を除くと、
ほとんどの項目で国語の学力階層のほうが強く関連している点が注目される。

Ｑ あなたは勉強していて、次のように感じることがありますか。

●第３回学習基本調査 中学生版
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表３－２－４ 学習していて感じること（学力階層別）

注１）数値は「よくある」と「時々ある」の合計。
注２）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注３）（ ）内はサンプル数。

数 学 国 語

上位
（１６９）

中の上位
（２９７）

中の下位
（２８４）

下位
（１７３）

上位
（９３）

中の上位
（３５９）

中の下位
（３１２）

下位
（１１７）

生き物や自然を「すばらし
い」とか「ふしぎだな」と感
じる

７２．８ ６４．６ ６４．８ ６０．７ ７６．３ ６５．４ ６２．１ ５９．８

社会のしくみや歴史のできご
とを「すばらしい」とか「ふ
しぎだな」と感じる

５５．０ ５４．９ ５３．５ ４０．４ ６０．２ ５６．６ ４６．５ ３９．３

数学の考え方や解き方を「す
ばらしい」とか「ふしぎだな」
と感じる

６０．３ ４６．２ ４２．９ ３３．０ ５８．１ ４５．７ ３６．６ ４２．７

国語の教科書を読んでいて、
登場人物や書いてある内容に
興味がわいてくる

５６．８ ６０．９ ５４．９ ４２．２ ７２．１ ６３．０ ５０．３ ３１．６

生き物や自然のことを調べた
り考えたりするのが好きだ ４９．７ ４８．１ ４４．３ ５０．３ ５３．８ ４９．５ ４６．５ ４３．５

社会のしくみや歴史のできご
とを調べたり考えたりするの
が好きだ

３８．５ ４１．１ ３５．２ ３０．０ ５２．７ ４１．８ ３２．４ ２３．９

数学の問題の解き方を考えた
り工夫したりするのが好きだ ５５．０ ３４．７ ２８．９ １９．１ ３９．８ ３７．０ ２８．５ ２３．０

自分や相手の気持ち・考えを
うまく出し合えたらいいなと
思う

６５．７ ６９．０ ６１．６ ５６．０ ６７．８ ６４．１ ６３．５ ４９．６

英語を使って外国の人と話し
たり、手紙を書いたりしてみ
たい

５１．５ ５０．５ ４４．７ ４０．４ ５５．９ ４６．７ ４７．１ ３５．９

（％）

●第３回学習基本調査 中学生版

－１５５－



学習上の悩みをここでは、１５項目について

尋ねた。概して、学力階層との間にきわめて

強い関連がみられた（図３－２－３）。

少なくともここであげた悩みに関しては、

学力が低くなるほど悩みを抱く割合が多くな

る。学力下位層で多くみられた項目を該当率

の順に掲げてみる（左：数学、右：国語）。

�「どうしても好きになれない科目がある」
（８０．３％、８１．２％）

�「上手な勉強の仕方がわからない」
（８０．３％、６９．２％）

�「覚えなければいけないことが多すぎる」
（６９．４％、７５．２％）

�「こつこつと努力できないで困る」
（６０．１％、６０．７％）

�「小学校までにもっと勉強しておけばよか
った」（６０．７％、５９．８％）

これらの悩みは、学力の低い中学生にとっ

て深刻である。現在の勉強そのものへの不満

もさることながら、自分の現状への不満がな

いまぜになった悩みである。

こうした悩みに比べて、「どうしてこんな

ことを勉強しなければいけないのかと思う」

とか「世の中に出てから、もっと役に立ちそ

うな勉強がしたい」といった悩みは学力階層

にかかわらず半数前後の中学生が共通に抱い

ている悩みである。学力が高まっても解決し

得ないだけに、これらの悩みは厄介で根本的

な悩みなのではないだろうか。

さらに、「親の期待が大きすぎる」もまた

学力階層による違いが小さい。しかし、悩み

としてあげる中学生の割合は４分の１程度に

とどまっており、中学生への親からのプレッ

シャーは必ずしも強いとは言えない。

３．学習上の悩みと学力

学習をめぐる悩みは、学力が低いほど多くなり、多岐にわたってくる。数少
ない例外として、学ぶことの意味・有用性にかかわる疑問があり、これは学
力階層を問わず広がっている。また、「小学校までにもっと勉強しておけば
よかった」という後悔の念は学力下位層ほど強い。学力下位層にある中学生
も勉強することから完全に降りているわけではないようである。

Ｑ あなたは勉強について、次のように思うことがありますか。

●第３回学習基本調査 中学生版
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どうしても好きに
なれない科目があ
る�

上手な勉強の仕方
がわからない�

覚えなければいけ
ないことが多すぎ
る�

どうしてこんなこ
とを勉強しなけれ
ばいけないのかと
思う�

こつこつと努力で
きないで困る�

わかりやすい授業
にしてほしい�

世の中に出てから、
もっと役に立ちそ
うな勉強がしたい�

勉強する科目を自
分でもっと選択で
きるといい�

もっと科目の数を
減らしてほしい�

努力しても成績が
思うように上がら
ない�

小学校までにもっ
と勉強しておけば
よかった�

自分は生まれつき
頭が悪いのではな
いかと思う�
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ぎる�

先生は成績にこだ
わりすぎる�

よい参考書や問題
集が見つからない�
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上位（９３）�
中の上位（３５９）�
中の下位（３１２）�
下位（１１７）�

上位（１６９）�
中の上位（２９７）�
中の下位（２８４）�
下位（１７３）�

〔数学〕� 〔国語〕�

図３－２－３　学習上の悩み（学力階層別）�

注１）複数回答。�
注２）（　）内はサンプル数。�

５９．２�
７１．０�
７５．７�
８０．３�

５４．８�
６７．４�
７７．２�
８１．２�

６０．２�
６８．８�
７６．３�

６９．２�

４５．２�
６３．２�
７０．２�
７５．２�

５７．０�
５４．０�
５９．０�

５３．８�

４８．４�
４９．６�
５４．２�
６２．４�

４３．０�
４２．１�
５０．３�

４３．６�

５３．８�
４７．１�
４６．５�
４７．０�

２５．８�
３９．０�

５５．８�
５５．６�

２０．４�
３１．２�

５１．３�
５９．８�

１７．２�
３０．１�

４９．０�
５３．８�

２４．７�
２５．３�
２６．６�
３１．６�

３８．７�
３９．０�
４７．１�
５４．７�

８．６�
１７．５�
２５．０�

１８．８�

１８．３�
１０．９�
１８．６�
２２．２�

５０．５�
５５．２�
５５．８�
６０．７�

５１．５�
７１．０�
７３．９�

８０．３�

５６．２�
６４．３�

６９．７�
６９．４�

５２．１�
５６．９�
５６．３�
５７．２�

５０．３�
５５．２�
５９．９�
６０．１�

５０．９�
４７．１�

５３．５�
６３．６�

３７．９�
４２．４�
４３．３�

４９．７�

４０．２�
３６．０�

４７．５�
５９．５�

２４．９�
４２．８�

４８．２�
５６．１�

１４．８�
３２．０�

５３．２�
６０．７�

１４．２�
３２．０�

４７．５�
６０．１�

３０．８�
２２．９�
２４．６�
２８．３�

１１．８�
１７．２�
２０．８�

２６．０�

１１．８�
１２．８�
１６．２�

２１．４�

４９．７�
４７．１�
４６．５�
４６．８�
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高校への進学希望状況は、学力階層と強く

関連している（表３－２－５）。

高校進学希望率（高校に進学したいと思う

かという質問に「思っている」と回答する割

合）は、学力下位層では８割前後であるが、

他は９５％前後に達している。「推薦入試」志

向は、学力階層の中位２層で比較的強くなっ

ている。「普通科」志向の強さは各層に共通

している。学力上位層ほど、「進学状況のよ

い高校」を好むが、それ以上に注目されるの

は「体験学習などのカリキュラム改革実践

校」へのニーズが比較的高い点である。逆に、

学力下位層は、「さほど努力を要さずに入学

でき、校則も緩やかな高校」に魅力を感じて

いる。

４．進路・進学意識と学力

�高校への進学と学力
高校進学希望率は、学力下位層を除けば９５％前後である。「推薦入試」志向
は、学力中位２層で比較的強い。学力上位層ほど、「進学状況のよい高校」
や「体験学習などのカリキュラム改革実践校」を好む。学力下位層は、「さ
ほど努力を要さずに入学でき、校則も緩やかな高校」に魅力を感じている。

Ｑ あなたは中学卒業後、高校（高等専門学校を含む）に進学した

いと思っていますか。

［思っている人にうかがいます］
●どの学科に進学したいですか。
●どのような高校に進学したいですか。
●高校へ進学する方法には、大きく分けて「推薦入試」と「一

般入試」の２つの方法があります。あなたは、どちらの方法

で進学したいですか。

●第３回学習基本調査 中学生版
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表３－２－５ 高校への進学希望（学力階層別）

注１）「希望する学科」「希望する高校のタイプ」「希望する入試方法」は、「高校への進学希望」に「思っている」と回答した生徒を母数
としている。

注２）「希望する高校のタイプ」は複数回答。
注３）「希望する入試方法」は、希望に近いほうを選択。
注４）（ ）内はサンプル数。

数 学 国 語

上位
（１６９）

中の上位
（２９７）

中の下位
（２８４）

下位
（１７３）

上位
（９３）

中の上位
（３５９）

中の下位
（３１２）

下位
（１１７）

高
校
へ
の

進
学
希
望

思っている ９７．０ ９７．６ ９４．０ ８５．０ ９８．９ ９６．７ ９５．５ ７９．５

思っていない １．２ ２．０ ４．２ １１．６ １．１ １．９ ３．５ １６．２

以下の項目は、「思っている」と回答した生徒のみ回答。

上位
（１６４）

中の上位
（２９０）

中の下位
（２６７）

下位
（１４７）

上位
（９２）

中の上位
（３４７）

中の下位
（２９８）

下位
（９３）

希
望
す
る
学
科

普通科 ７５．６ ７３．８ ６７．０ ６８．７ ８３．７ ７２．３ ６５．１ ７４．２

専門学科（商業科や
工業科など） １７．７ ２１．７ ２６．６ ２４．５ １３．０ ２２．５ ２８．５ ２０．４

総合学科 １．８ ２．４ ３．４ １．４ ２．２ ２．９ ２．０ １．１

その他の学科 ３．０ １．７ ２．６ ３．４ １．１ １．２ ３．０ ２．２

希
望
す
る
高
校
の
タ
イ
プ

自分の好きな教科・科目
を自由に選択できる高校 ５３．７ ５８．３ ５６．２ ６３．９ ６０．９ ５５．０ ５８．７ ６２．４

職業資格を取るのに
有利な高校 ４４．５ ５０．７ ５２．８ ４６．３ ４５．７ ４９．３ ５３．０ ３６．６

進学状況のよい高校 ４４．５ ３３．１ ３２．２ ２４．５ ４７．８ ３１．１ ３１．９ ２６．９

校則がきびしくない
高校 ４４．５ ４７．６ ５０．２ ５４．４ ４８．９ ４６．７ ５２．３ ５２．７

みんなで楽しめる学
校行事が豊富な高校 ６０．４ ６２．４ ５９．２ ６４．６ ６３．０ ５９．１ ６２．１ ６６．７

それほど努力しなく
ても入学できる高校 ９．１ １７．６ ２９．２ ３５．４ ８．７ １７．９ ３０．２ ３５．５

体験的な学習などのカリキ
ュラムに特色のある高校 ２３．２ ２１．０ １３．１ １２．９ ２８．３ ２１．０ １３．１ １０．８

部活動のさかんな高
校 ３９．６ ３７．６ ４２．７ ４２．９ ３９．１ ３９．２ ４０．９ ５２．７

その他 １０．４ ３．４ ２．６ ４．８ ９．８ ３．５ ５．０ ２．２

希
望
す
る

入
試
方
法

できれば推薦入試で ５３．０ ５８．６ ５６．６ ５０．３ ５０．０ ５６．８ ６０．１ ５０．５

できれば一般入試で ４４．５ ４０．７ ４１．６ ４７．６ ４８．９ ４２．７ ３８．９ ４５．２

（％）
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最後に、中学生が希望する最終学校段階と

学力階層の関係をみていく（図３－２－４�
�）。
学力上位層にもっとも多いのは、「四年制

大学まで」で、数学・国語いずれについても

５割前後に上っている。「大学院まで」を希

望する者も７．９～９．８％を数える。学力下位層

で「四年制大学まで」を希望する中学生は、

６％台にとどまっており、５割強が「高校ま

で」と回答している。学力階層によって、中

学生の将来の進路希望がかなりの程度水路づ

けられていることが読み取れる。なお、学力

上位層であっても「高校まで」と「専門学校・

各種学校まで」を合わせると全体の４分の１

程度に達している点も注目される。

	希望する進学段階と学力
希望する進学段階と学力階層にはきわめて強い関連がある。学力上位層ほど
「四年制大学まで」「大学院まで」を希望する者が多く、逆に「高校まで」は
下位層ほど多い。とはいえ、数学の学力上位層の１３．４％、国語の上位層の
１０．９％は「高校まで」という希望を持っており、この数値は「専門学校・各
種学校まで」を加えると４分の１程度に達する。

Ｑ あなたは中学卒業後、高校（高等専門学校を含む）に進学した

いと思っていますか。

［思っている人にうかがいます］
●あなたは将来、どの学校まで進みたいですか。
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（％）�

図３－２－４①　希望する進学段階（数学の学力階層別）�

注１）「高校への進学希望」に「思っている」と回答した生徒を母数としている。�
注２）（　）内はサンプル数。�

その他�四年制�
大学まで�高校まで� 無答・�

不明�

専門学校・�
各種学校�
まで�

短期�
大学まで�

大学院�
まで�

上　位　�
（１６４）� １３．４� １２．８� １２．２� ５１．２� ７．９�

中の上位�
（２９０）� ２３．８� １８．６� １６．６� ３５．２�

中の下位�
（２６４）� ３５．６� ２６．２� １５．４� １９．１�

下　位　�
（１４７）� ５４．４� ２２．４� １０．９�６．１�４．８�

１．８�

０．７�

３．８�
２．１�
０．０�

２．６�
０．７�
０．４�

０．０�

１．４�

（％）�

図３－２－４②　希望する進学段階（国語の学力階層別）�

注１）「高校への進学希望」に「思っている」と回答した生徒を母数としている。�
注２）（　）内はサンプル数。�

下　位　�
（９３）� ５５．９� １９．４� １０．８�６．５�６．５�

その他�四年制�
大学まで�高校まで� 無答・�

不明�

専門学校・�
各種学校�
まで�

短期�
大学まで�

大学院�
まで�

上　位　�
（９２）� １０．９� １４．１� １７．４� ４６．７� ９．８�

１．１�

０．０�

中の上位�
（３４７）� ２７．１� １８．４� １４．１� ３５．４�

３．５�
０．９�
０．６�

中の下位�
（２９８）� ３４．９� ２３．８� １５．１� １９．１� ４．０�

２．０�

１．１�

０．０�

０．９�
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